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はしもと　ゆうすけ

橋
本
祐
輔

小
・
中
学
校
の

　
　

耐
震
化
を
急
げ

　
　
　
　
　

    

〜
22
年
度
ま
で
に
終
了
〜

　

市
教
委
が
示
し
た
校
舎

な
ど
の
耐
震
調
査
と
小
学

校
統
廃
合
計
画
で
は
、
小

富
士
・
上
緒
方
小
学
校
の

耐
震
数
値
が
低
い
こ
と
を

理
由
に
、
来
年
４
月
に
統

合
す
る
姿
勢
だ
が
、
調
査

結
果
が
出
た
の
は
今
年
３

月
で
あ
る
。

　

そ
の
数
値
を
９
月
ま
で

公
表
せ
ず
、
い
き
な
り
統

合
方
針
を
示
し
た
の
は
、

あ
ま
り
に
も
強
引
で
は
な

い
か
。

  質
 答

　
　

  

教
育
次
長

　

数
値
が
非
常
に
低
い
と

は
認
識
し
て
い
た
が
、
す

ぐ
に
倒と
う
か
い壊
に
結
び
つ
く
と

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

今
後
は
、
地
元
に
丁
寧

に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

市
の
温
暖
化
対
策
は

〜
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
推
進
〜

　

持
続
可
能
で
豊
か
な
地
域
社
会
を
作
る
た
め

に
は
、
温
暖
化
対
策
だ
け
で
な
く
、
環
境
問
題

全
般
に
対
し
て
市
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

　
　

  

生
活
環
境
部
長

　

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
本
年
９
月
中
に
作

成
し
、
10
月
か
ら
取
り
組
む
。

　

併
せ
て
地
域
推
進
計
画
を
早
急
に
策
定
し
、

豊
後
大
野
市
地
球
温
暖
化
防
止
協
議
会
と
連
携

し
活
動
の
推
進
を
図
る
。

  質 答

なぜ防げなかった
　　　　　　　　　職員逮捕事件

　　　　 ～庁内体制の不備を反省～
さとう　いきみ

佐
藤
生
稔

新
庁
舎
建
設

　

  

順
番
が
「
逆
」

　

  　
　
　
　
　
　

〜
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に
〜

　

市
政
へ
の
不
平
・
不
満

の
声
が
多
い
。

　

三
重
高
校
跡
地
、
病
院

統
合
、
新
庁
舎
建
設
問
題

は
市
民
目
線
と
相
当
ズ
レ

て
い
る
。

　

住
民
へ
の
説
明
が
決
定

的
に
足
り
な
い
。

  質

 答
　

事
件
発
覚
後
の
謝
罪
会

見
に
虚き
ょ

偽ぎ

が
あ
っ
た
。

市
当
局
は
「
何
も
知
ら

な
か
っ
た
」と
責
任
逃
れ

の
姿
勢
、
ズ
サ
ン
な
人
事

管
理
と
無
責
任
体
質
。

　

こ
と
の
真
相
と
再
発
防

止
策
は
。

　
　

  

市
長

　

事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
情

報
の
対
応
は
総
務
課
長
と

部
長
が
し
た
の
で
、
私
も

副
市
長
も
承
知
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
危
機
管
理
指

針
を
定
め
、
職
員
の
綱こ
う

紀き

粛し
ゅ
く
せ
い

正
に
取
り
組
み
ま
す
。

  質 答
　
「
器
よ
り
中
身
の
充
実
」

ま
ず
職
員
を
減
す
な
ど
、

人
件
費
を
中
心
に
経
常
経

費
の
削
減
で
財
源
確
保
を
。

　
　

   

市
長

　

新
庁
舎
建
設
は
、
合
併

協
定
書
や
豊
後
大
野
市
総

合
計
画
及
び
行
政
改
革
大

綱
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
中

長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

展
望
に
立
っ
て
具
体
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
の
改
善

に
向
け
、
取
り
組
み
を
一

層
強
化
し
ま
す
。

庁舎建設の説明会を行いました（千歳会場）

支柱が腐敗しています（清川中学校）


